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(注）単位百万円未満切捨て

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年３月21日～平成29年12月20日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 33,383 9.7 2,613 34.6 2,807 34.5 1,968 80.7

29年３月期第３四半期 30,425 5.0 1,941 27.2 2,087 25.3 1,089 9.1

(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 2,337百万円 (11.8％) 29年３月期第３四半期 2,090百万円 (112.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 76 00 ―

29年３月期第３四半期 43 16 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期第３四半期 37,004 25,372 68.6 969 69

29年３月期 34,696 22,731 65.5 903 64

(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 25,372百万円 　29年３月期 22,731百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0 00 ― 10 00 10 00

30年３月期 ― 0 00 ―

30年３月期(予想) 10 00 10 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年３月21日～平成30年３月20日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,500 7.2 3,180 3.4 3,360 4.1 2,240 20.6 86 26

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 26,927,652株 29年３月期 26,927,652株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 762,407株 29年３月期 1,772,310株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 25,904,544株 29年３月期３Ｑ 25,247,510株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に

関する事項については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外諸国における地政学的リスクの高まりや経済・政策に

関する不確実性の影響等により先行きが不透明なものの、企業収益や雇用情勢の改善などを背景に、景気は緩や

かな回復基調で推移しました。

　建設業界におきましては、政府建設投資が増加に転じ、民間設備投資も企業収益が改善する中で、緩やかな増

加基調を続けており、受注環境は比較的堅調に推移しました。その一方で、技能労働者不足による生産能力の低

下、労務費のコストアップ問題等が長期化してきており、当社グループを取り巻く経営環境の先行きは依然とし

て楽観できない状況にあります。

このような経営環境のもと、当社グループは総力をあげて当社グループの独自の技術・商品を活用した積極的

な営業活動、生産システムの合理化等、他社との差別化を図って参りました。この結果、当第３四半期連結累計

期間の業績は、受注工事高が前年同四半期比ほぼ横ばい（0.4％減）の372億９百万円、完成工事高が前年同四半

期比9.7％増の333億８千３百万円、営業利益が前年同四半期比34.6％増の26億１千３百万円、経常利益が前年同

四半期比34.5％増の28億７百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比80.7％増の19億６千８

百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産の部については、前連結会計年度末比23億８百万円（6.7％）増の370億４百万円となりました。主な要因

は、保有有価証券の時価上昇等により投資有価証券が12億１百万円増加したこと、及び工事量の増加に伴い、受

取手形・完成工事未収入金が２億５千２百万円、未成工事支出金等が３億７千万円増加するとともに、売上債権

の回収・未成工事受入金の増加等により現金預金が７億６千９百万円増加したことであります。

負債の部については、前連結会計年度末比３億３千２百万円（2.8％）減の116億３千２百万円となりました。

主な減少要因は、生産システムの合理化等により工事未払金が８億７千５百万円、賞与支給対象期間のズレによ

り賞与引当金が４億１千４百万円減少したことによります。他方、増加要因の主なものは、未成工事に係る受入

金（５億８千２百万円の増加）、及び長期資金の借入（４億１百万円の増加）であります。

純資産の部については、前連結会計年度末比26億４千万円（11.6％）増の253億７千２百万円となりました。主

な要因は、当第３四半期連結累計期間に利益を19億６千８百万円計上したこと、及び保有有価証券の時価上昇に

よりその他有価証券評価差額金が３億７千５百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成29年10月25日付で公表いたしました予想を変更して

おりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月20日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,966,842 4,735,917

受取手形・完成工事未収入金 13,352,318 13,604,943

有価証券 122,288 33,792

未成工事支出金等 2,821,626 3,191,797

その他 673,462 524,949

貸倒引当金 △23,325 △3,900

流動資産合計 20,913,213 22,087,499

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,549,816 2,517,822

その他（純額） 2,800,053 2,788,870

有形固定資産合計 5,349,870 5,306,692

無形固定資産 427,564 494,728

投資その他の資産

投資有価証券 7,731,743 8,933,165

その他 274,131 182,888

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 8,005,874 9,116,053

固定資産合計 13,783,309 14,917,475

資産合計 34,696,522 37,004,975

負債の部

流動負債

工事未払金 6,172,567 5,296,968

1年内償還予定の社債 60,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 - 17,151

未払法人税等 502,432 229,880

未成工事受入金 1,856,291 2,438,390

賞与引当金 803,042 388,506

引当金 41,640 80,698

その他 897,479 966,817

流動負債合計 10,333,453 9,538,413

固定負債

社債 240,000 180,000

長期借入金 - 384,406

役員退職慰労引当金 234,964 247,500

退職給付に係る負債 438,423 380,996

その他 718,313 901,573

固定負債合計 1,631,700 2,094,476

負債合計 11,965,154 11,632,889
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,499,820 4,730,585

利益剰余金 11,553,762 13,270,971

自己株式 △568,058 △244,405

株主資本合計 20,485,524 22,757,151

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,017,603 2,392,793

退職給付に係る調整累計額 228,239 222,140

その他の包括利益累計額合計 2,245,843 2,614,933

純資産合計 22,731,368 25,372,085

負債純資産合計 34,696,522 37,004,975

決算短信（宝印刷） 2018年01月28日 15時12分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ヤマト(1967) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年12月20日)

完成工事高 30,425,015 33,383,412

完成工事原価 27,228,524 29,551,125

完成工事総利益 3,196,491 3,832,287

販売費及び一般管理費 1,254,606 1,218,593

営業利益 1,941,884 2,613,693

営業外収益

受取利息 4,853 6,633

受取配当金 124,901 147,282

受取賃貸料 17,289 19,859

その他 20,053 47,392

営業外収益合計 167,098 221,167

営業外費用

支払利息 7,117 10,581

賃貸費用 8,800 11,673

その他 5,140 5,066

営業外費用合計 21,058 27,321

経常利益 2,087,924 2,807,539

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,090

受取保険金 － 80,000

特別利益合計 － 83,090

特別損失

会員権評価損 9,499 －

減損損失 3,485 －

退職給付制度移行損失 354,200 －

事務所移転費用 － 21,162

特別損失合計 367,185 21,162

税金等調整前四半期純利益 1,720,738 2,869,467

法人税、住民税及び事業税 461,543 713,584

法人税等調整額 169,424 187,120

法人税等合計 630,967 900,705

四半期純利益 1,089,770 1,968,762

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089,770 1,968,762
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年12月20日)

四半期純利益 1,089,770 1,968,762

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,061,753 375,189

退職給付に係る調整額 △60,868 △6,099

その他の包括利益合計 1,000,884 369,090

四半期包括利益 2,090,655 2,337,852

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,090,655 2,337,852
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「公共施設等運営事業における運営権者の会計処理等に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第35号 平成29

年５月２日)が第１四半期連結会計期間において公表されたことを契機として、当社グループが行うＰＦＩ事業

に関する会計処理の方法を見直し、第１四半期連結会計期間から、当該ＰＦＩ事業に係る施設等の利用権を無形

固定資産に計上するとともに、前連結会計年度の連結貸借対照表において投資その他の資産に計上していた長期

前払費用を無形固定資産とする組替えを行っております。

これによる損益に与える影響はありません。

　

　 （追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

決算短信（宝印刷） 2018年01月28日 15時12分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ヤマト(1967) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

8

３．補足情報

（１）連結受注実績内訳

（単位：千円）

区 分
平成29年３月期 平成30年３月期

比 較 増 減 増減率
第３四半期累計期間 第３四半期累計期間

建築・土木 822,992 (2.2%) 1,478,128 (4.0%) 655,135 79.6 %

空調・衛生 24,252,190 (65.0) 25,267,812 (67.9) 1,015,621 4.2

電気・通信 4,922,559 (13.2) 4,375,285 (11.8) △547,274 △11.1

水処理プラント 4,787,498 (12.8) 3,684,855 (9.9) △1,102,643 △23.0

冷凍・冷蔵 2,554,620 (6.8) 2,402,939 (6.4) △151,680 △5.9

合 計 37,339,861 (100.0) 37,209,021 (100.0) △130,839 △0.4

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率

（２）個別受注実績内訳

（単位：千円）

区 分
平成29年３月期 平成30年３月期

比 較 増 減 増減率
第３四半期累計期間 第３四半期累計期間

建築・土木 822,992 (2.5%) 1,478,128 (4.5%) 655,135 79.6 %

空調・衛生 23,193,911 (69.2) 23,375,471 (71.4) 181,559 0.8

電気・通信 2,133,715 (6.4) 1,815,325 (5.6) △318,390 △14.9

水処理プラント 4,787,498 (14.3) 3,662,835 (11.2) △1,124,662 △23.5

冷凍・冷蔵 2,554,620 (7.6) 2,402,939 (7.3) △151,680 △5.9

合 計 33,492,738 (100.0) 32,734,701 (100.0) △758,037 △2.2

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率
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